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食品衛生レビュー№20●毒キノコによる食中毒大発生

委託販売、頼まれての調理でも営業者責任は免れない

今年の夏は猛暑日が長く続き、記録的な暑さでした。９月になってから適度な降雨があり、キノコ類にとっては大変都合の良い年だったのかもしれません。そんなことで今年は、秋の味覚の王様であるマツタケが大豊作で、毎年高くて庶民に縁遠かった国産マツタケが、近い存在となりました。しかし、毒キノコの発生も多く、毒キノコ食中毒が例年の２倍以上報告されていると思い、全国の自治体が毒キノコ食中毒注意報を出し、住民に注意を促し、新聞等で注意の報道がされています。

毒キノコによる食中毒のほとんどは、自分で採取してそれを家族で食べて発症しています。これは採取する人の注意不足と考えられ、ある面では自業自得と考えられます。

私自身、数回専門家に付いてキノコ狩りをしたことがありますが、食用のウラベニホテイシメジと毒キノコであるクサウラベニタケの区別は付きません。また、採取したキノコを見てもらったところ野生のシイタケとのことでしたが、傘の形が丸くなく信じられませんでした。

毒キノコの種類は全体の約10％といわれていますが、キノコを判別することは大変難しく、専門家について採取して確認しても直ぐに忘れてしまう人が多いものと思われます。

9月以降、「農協の直売所」「スーパー」などで販売されたキノコで食中毒事故が発生しています。その新聞報道を紹介します。もちろん販売店の責任は問われます。

10月2日　山形新聞

　キノコ食中毒、相次ぎ３件　県が注意報を発令
山形市の青果物店Ｙ（毎日新聞山形版：Ｙは一般の人が山で採ったキノコを譲り受け、キノコを販売した）で購入したキノコを30日夜、汁物などに調理して30代から70代までの家族4人が食べたところ、全員に吐き気や下痢などの症状が出た。Ｙは市内のＷにも同じキノコを販売しており、Ｗから購入した別の家族6人のうち1人が同様の症状を訴えた。県は両青果物店に対し、食品衛生法に基づき3日までの3日間、人工栽培されたキノコ以外のキノコの販売停止を命じた。原因となったキノコは、クサウラベニタケと断定された。

　

10月7日　福島民報

毒キノコで女性2人食中毒　道の駅で32パック販売

　いわき市の女性2人が毒キノコ「クサウラベニタケ」を食べて食中毒を発症した。女性は76歳と48歳の親子で、48歳の女性は通院した。県によると、2人とも快方に向かっているという。
　県によると2人は3日に平田村の道の駅Ｈでキノコを購入。4日の朝食でキノコの炊き込みご飯を作って食べたところ、嘔吐や下痢などの症状が出た。
　「石川郡平田村産　山きのこ」と表示されている。2日から6日までに32パックが販売されており、県は「毒キノコが混入している可能性があり、食べないでほしい」としている。クサウラベニタケは食用キノコのウラベニホテイシメジと間違いやすいという。（地元農家が村内で採取）

10月14日　茨城新聞

鉾田で毒キノコ入り42パック誤販売か、水戸の夫婦吐き気
鉾田市の農産物直売所は11日、鉾田市内の農家からウラベニホテイシメジ計54パックを仕入れ、11～13日にかけて42パックを販売した。
同店で12日に購入して食べた水戸市内の夫婦が吐き気など体調不良を訴え、同店に連絡。売れ残っていた12パックを県の専門機関で鑑別したところ、毒キノコ「クサウラベニタケ」2本が混入していたことが判明した。夫婦はいずれも症状は軽いという。
販売された42パックにもクサウラベニタケが混入している可能性があるとして、県や同店は「同店で購入したキノコは、食べないように」と呼び掛けている。同店では、店内やホームページで回収の告知を行う。鉾田保健所は13日、食品衛生法に基づき在庫品の販売禁止と販売した商品の回収を命じた。
10月19日　毎日新聞
食中毒　毒キノコを食べて4人が救急搬送　千葉県勝浦市
勝浦市の農産物直売所Ａで販売されたキノコを食べた夫婦2組が、腹痛や嘔吐の食中毒症状を訴え救急搬送されたと発表した。4人のうち60代の女性1人が入院したが、命に別条はないという。

県衛生指導課によると、キノコは「椎茸（生）」と表示され、17日に計16袋が販売された。売れ残りを調べたところ、毒キノコの「クサウラベニタケ」が混じっていることが判明（千葉日報：1袋（6個入り）に2個入っていた）。4人はクサウラベニタケを食べたとみられる。

保健所はＡに対し、16日昼に入荷し17日までに販売したキノコの回収を指示した。

　

　これらの原因となった毒キノコは、幸いにも弱毒のクサウラベニタケでした。しかし、食べられるシロオオハラタケとよく似た猛毒のドクツルタケを間違えて販売した場合には死亡事故が起こる可能性が高いです。ドクツルタケの場合、発症者の約半数が死亡するとか、8gのドクツルタケ1本（大きいと1本で約20g）で体重60kgの人間を死亡させる毒を持っているとの文献があります。
販売店が仕入れ販売した場合は、当然、責任を問われますが、農協の農産物直売所、道の駅での委託販売で発生しても同様に責任が問われます。「場所貸しで生産農家が勝手に陳列して置く」かも知れませんが、購入者はその販売店を信用して購入するからです。

　今年は、まだ新聞報道等で飲食店が原因のキノコ食中毒は見られませんが、野生キノコの使用は十分に注意してください。そして、お客が採取したキノコを調理してもらいたいと持ち込み、調理し、提供して食中毒が発生しても、飲食店の責任は問われます。2006年岐阜県の飲食店で発生した食中毒事例の概要を紹介します。

　2006年10月岐阜県の飲食店で、知人がキノコ狩りで採取したキノコを調理してもらいたいと持ち込みました。飲食店では、そのキノコを焼き物に、おひたし、スープを提供し、知人の友人同士で食べたところ、30分後くらいから15人中13人が腹痛、嘔吐等の食中毒症状を呈しました。残ったキノコを、岐阜県林業センターの職員に鑑定依頼したところ、有毒のツキヨダケでした。その結果、当該飲食店は食品衛生法違反で処分を受けました。ツキヨタケは一見、野生のシイタケに色も形も似ています。

　お客の依頼による調理でも、食品衛生法違反となる理由は、飲食店はプロの施設であり、調理の対価を得ると考えられるからです。

　飲食店（食品販売店）の皆様、野生の判らないキノコは、他人が何を言おうが絶対に扱わないでください。飲食店でキノコ食中毒が発生すれば、公表、数日間の営業禁停止処分を受け、大変な損害となります。食品販売店（スーパー）の一角に地場の野菜売場があり、そこへ農家が持ち込んで、同一のレジを使って支払いをする場合には責任が問われると考えられます。

専門家はやさしいと言うのですが、本当に、食用のウラベニホテイシメジと毒キノコであるクサウラベニタケの区別は難しいと思います。キノコ食中毒のうち、クサウラベニタケによる食中毒が約半数を占めます。（笈川和男）







